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ヒトの卵や精子の前駆細胞は受精後約２週間のごく初期の胚で発生し、個体を
生成する能力を保持しつつ、次世代へ受け継ぐ情報を構築します。しかし、
倫理的、技術的問題から、その発生機構の多くは謎に包まれています。近年、
我々はヒト生殖細胞初期発生の新たな研究基盤を構築しました。特有の遺伝子
発現やエピジェネティック制御に関わる興味深い分子機構が徐々に解明され、
ヒト生殖細胞研究分野のさらなる展開が期待されます。
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